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貧困救済と鉱業振興

岸本文男(地質相談所)

FumioKIs亘I皿㎝o

はじめに

1b85年末の統計(中国国勢地図:帝国書院1987)による

と中華人民共和国の人口は世界の総人口の約22房を占

めているが国土の面積は世界の陸地総面積の約7老

耕地面積はそのうちの約10房を占めるにすぎず国民収

入は人口1人当り年間653元(1元≒40円)輸出入総額

は696.1億ドルで148.9億ドルの輸入超過であった.

この数字だけ見ても中国が豊かにたるにはたお厳しい

努力が必要なことがわかる･さらに中国国民の物質文

化生活を都市と農村の住民別に同じく1985年末の統計で

みてみると平均収入が農民で一人当り年間398元都

市サラリｰマンで1,148元支出が農民家庭で一人当り

年間317元サラリｰマン家庭で732元であり都市と農

村の格差は歴然としている･これをまた肥沃た平野

の農村と耕地に乏しい山村を比較することができれぼ

おそらく山村の貧しさは予想を蓬かに越えることであろ

う.

これから標記のテｰマで中国の山村の状態やその救

済を目指して鉱業開発を進めている現在の中国の断片を

紹介するが鉱業の危機の時代を迎えている我が国の行

く朱との関連中国と我が国との係わり合いさらには'

第1図中国地質鉱産部チベット地方塩湖調査隊が1982年に調査

Lたツァブイェル湖で採取試料を観察･記録する地質専

門家たち.(“中国画報"1983.5).

1988牢2月号

政治の有様などを思い描きだから読んでいただげれば

幸いである1

貧困救済への地質事業方針

中国が国是として掲げているのはいわゆるr四つの

近代化｣である･その第一はr農業の近代化｣第二

は｢工業の近代化｣第三は｢科学技術の近代化｣第

四はr軍事の近代化｣である･このr四つの近代化｣

を進める上でどうしても乗り越えたくてはたらたい課

題は運営の面では一に決心二に民主三に集中四

に普及そして即物的には一に人材二に資金三に設

備と四に材料といったところであろうか｡一方中

国は現在真剣に貧困を無くそうという課題に取り組ん

でいる.その貧困を鉱業によって直接救済するという

方法はこれらの資金と材料に関する課題につたがり

大きくは近代化全体の政治思想の確立につながるまさ

に一石二鳥一石三鳥の効果を秘めているものと言えよ

う.だからこそ山村の人々も多くは意義を知った上で

の真剣た取組みでありとくに政府は真剣なのだと思わ

れる｡まずは中国政府がその地質機関地質事業に従

事する人々にどう言っているか対象とたるべき地域は

どんなところどんた状態にあるかそれを先に紹介す

る.

これに関し中国地質鉱産部が発行している新聞r中国

地質報｣は1986年3月17日付けの紙面でr貧困地域

の様相を変えるために多くの仕事をしよう｣と題して次､

のようだ長文のきわめて率直た主張を発表した.

r中国共産党第11回大会第3回中央委員会総会以来

農村の改革は絶えず深まり農業生産は急速に発展し

農民の生活は次第に改善されつつあるが数少ないげれ

ども一部の地域は依然として貧困状態にあり一部の農

民の衣食困窮の問題はまだ完全には解決されていない.

中国共産党中央委員会はこれらの地域に関心を私い

1984年9月30日に同中央委員会と国務院が出した通達お

よび同年の中央委員会第一号文書はいずれも各級人民

政府と各部門に貧困地域をしっかり援助してその様相

を改善するよう要求している.地質鉱産部門は責任を�
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他に転嫁することたく実地に貧困地域のための仕事を

Lたげれぼならたい.

(一)

この数年我々はひたすら地質事業の実施地域の拡大

に努め広域経済に貢献できる多くの様式を力を尽して

探し求めてきた､地下資源の開発を早めると言う総方

針を貫き地質市場を開拓する過程で多くの地質鉱産

局地質隊が貧困地域のために多方面にわたる技術指導

･相談業務にたづさわりいくつかの素晴しい形態を生

みだしかたり優れた成果を収めている.たとえば陳

西省地質鉱産局は積極･主動的に山陽県のために小鉱床

の探査と評価を行い山陽県地区の鉱業の急速な発展を

もたらした.たとえば1984年の同県全体の工業の総

生産高は396万元に達しその中での村落･集団と個人が

経営する鉱山の生産高は県全体の工業生産高の28%を占

め利潤は県全体の工業生産の総利潤の54%を占めた･

現在地質隊と村落が共同して経営する鉱山が次第に

増えそれぞれの地域の経済の繁栄を促進し少たから

ざる貧困地域の人民が豊かにたる道を歩んでいる･事

実が明らかにしているように鉱産資源の開発は貧困地

域が現実に豊かた地域にたる方法の一つである｡貧困

地域が貧しさから脱して豊かにたるのを援助することは

地質事業が広域経済に尽す一つの優れた形態と言えるも

のである.

地質および資源の視点で見ると貧困地域は次のよう

な問題をかかえている｡すたわち鉱産資源の分野で

言えば幾つかの地域は既に探査ずみの地下資源がまだ

未開発のままであり別の幾つかの地域の鉱産資源は状

況が不明があるいは採鉱･選鉱･冶金の技術を欠いて

いる･水資源の面ではある地域は水に乏しくある

いは水質が悪く飲料水に原因した風土病が絶えずはび

こり水の確保が大きな難題とたっている.

また環境の面ではある地域は水の枯渇土壌の流失

土地の砂漠化が続きある地域は地ヒり･土石流･地震

などの地質災害が依然として人民の生命と財産の安全を

脅かしている.総じて貧困地域は各方面の援助を緊

急に必要としているのである･このようた状況に対し

地質鉱産部は組織的･計画的に部自体の力量を発揮し

て地質･鉱産資源の角度から具体的た指導と援助を与

え鉱産資源の豊かさを生かして貧困地域を助け自然

環境の悪さを改造し豊かさへの道をひた走ることが出

来るようにしたけれぼたらたいのである.まさにこの

ようたことを考えたからこそ地質鉱産部は1986年1月

27目に“貧困地域人民の貧困脱出･富裕化に服務する

決定について"を出したのである.各地質鉱産局と各

第2図甘粛省東部の台地.(“中国画報"1963･1)

地質隊が計画的･組織的にさらに自覚的に貧困地域の

｢貧困脱出･富裕化｣に服務Lそして地下資源の開発

速度を早めると言う総方針を貫徹･実践し地質市場の

縦深的な発展を押し進めるためにはこの“決定"の普

及が不可欠である.

(二)

貧困地域の人民は貧しさから脱して豊かにたらねほ

ならたい･一面では産業構造を調整して新たた豊

かにたる道を探し出さねばならず別の一面では自然環

境を改造して実際の幾つかの困難を解決しなけれぼた

らたい.この両面の要求に基づいて地質鉱産部の貧

困地域のための服務は鉱産資源の探査･開発･利用

水資源の探査･確保多面的た技術指導･相談業務を主

た内容とするものである｡

鉱産資源の分布状況からすると中国全域で13の広大

た面積の貧困地域が断続的に存在する中でその大部分

の地域は鉱産資源が有望た地域である.秦円山区烏

蒙山区雲南省東南地域は鉱産資源がとくに豊富で鉱

床胚胎ポテンシャルが高く秦円山区には地方的な採掘

･開発に適した多くの種類の金属鉱床と蛍石石炭燐

鉱セメント用石灰石などの非金属鉱床があり既知の

小型鉱床だけでも300箇所に近い.武陵山区大別山

区横断山区九万大山甘粛省中部地域遼寧省西都

の朝陽地域も鉱産資源の種類が多く分散分布する中一

小型の鉱床が少なくたい･武陵山区には小型の鉱床が

多く石炭水銀セメント用石灰石重晶石蛍石な

地質ニュｰス402号�
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とは稼行できるものが多い.大行山脈呂梁山脈広

西壮族自治区西北一西部の海城一国馬地域における地質調

査･鉱床探査の程度は比較的低く地下資源の様相があ

まりわかっていたいので鉱床の調査と評価の速度を早

める必要がある･総じていえば鉱産資源の開発は貧

困地域を豊かにする重要た方法の一つであり地下資源

の賦存条件からするとそれは可能である･

地下水資源の状況から見ると広い面積で断続する13

の貧困地域中の大部分の地域は地表水の利用条件がきわ

めて悪くおしたべて水が欠乏し南から北に幾つかの

とくに水に乏しい県が分布している｡貴州省の20県の

140万人もの人々が飲料水に困っているがこれは貴州

省全体の農民人口の22老を占め水源が存在する地方で

も80%以上の飲料水が保健基準に達していない･或る

県では水をまるで金のように惜しみ一杯の洗面器の

水でまず顔を洗いそれから足を洗い最後に家畜に飲

ませている状態である.広西壮族自治区西北部の山地

区では渇水期には100万の人々そして60万頭の家畜

が水の欠乏に苦しんでいる.人間と家畜の飲料水田

畑の灌湛だとの生産用の水の不足は貧困地域の非常に

欠きた問題の一つとたっている.

水の供給源の問題を解決するには一つの良い前提が

ある･それは中国の中南部と西南部のカルスト地域

には地下河川が多いということである･たとえば湖

南省西部の約7万㎞2の範囲にそのようた地下河川が

650条ほど発見済みでありその総延長は1,800㎞流

水量は1万t/dに近く湖南省の洛塔県と広西壮族自治

区の都安県ではすでにこの地下河川の水が汲み上げら

れている･これらの地域のカルストｰ割れ目水は広範

第3図蘭州珍漢研究所が新しく建設した風砂洞実験室(上)と

同研究所の砂漠フ目ソト試験･観測施設の一角(下).

(“中国画報"1985.1O)

1988年2月号

囲に分布している･太行山脈呂梁山脈だと北方のカ

ルスト山地区にもカルスト割れ目水が分布しカルスト

湧泉の地表湧出箇所が少なくたい･甘粛省中部寧夏

回族自治区西吉一海原一国原地域だとの黄土高原では

幾つかの河谷の潜伏水が汲み上げ可能である･全体と

して或る程度の展望があるが需要からすると大規模

た調査と探査が必要である.

そのほか貧困地域には各種の風土病がある･中国

の東北から西南にかけての一つの帯状の地域には甲状

腺肥大弗素中毒力シソ病だとの飲料水に原因する風

土病が広がっている.この帯状の地域には一部貧困

地域も含まれている.遼寧省だけでも5種の風土病が

あり省の三分の一の地域に広がっている.陳西省の

南部地域では風土病のために障害者が生まれ増加し

つつある.一般地質条件および水理地質条件からする

とこれらの風土病は広域地球化学異常(とくに飲料水の

徴量元素濃度の高異常だいし低異常)が引き起こすもので

発病はいずれも集団的である.多年にわたって風土

病発生地域におけるその病理の研究および飲料水の改良

による予防･治療の分野での地質の研究が進められた

とえぼ安徽省地質鉱産局は准北平野における探鉱井や

水井戸の試錐コアを利用して高弗素水の潜水層準の範囲

を決定したり飲料用地下水の汲み上げ層準を定めるた

ど根本的た風土病予防措置を提起したがしかしこの分

野の研究対象地域は非常に多くとくに重視したくては

ならたい分野である.

地質や鉱物資源と関係ある多方面にわたる技術指導

･地質相談内容についても解決すべき対象はまだまだ

多く残っている･その中でも各種の地質災害たとえ

ば地ヒり･土石流･地盤沈下･カルストの陥没などの監

視･予測･防止田畑の土壌改良土壌の流失防止珍漢

化の予防小型水力発電道路建設だとの分野での土木

地質･環境地質上の問題観光地質資源の開発の問題だ

と地質調査･研究を要する課題は非常に多いのである.

全体として地質鉱産部門が貧困地域を援助してそ

の様相を改めるための調査･研究は発展さぜたげれぱた

らない欠きた必然性をもっており事実貧困地域は地

質鉱産部門の資料と技術の提供だと多方面にわたる支援

を必要としている.

(三)

貧困地域を真剣に援助してその様相を好転させるよ

う指導するという事業は実際から出発してその土地の

事情に適合させその土地の地下資源の豊富さを利用し

自力更生の形態を強めて生産を発展させることができる

持続力を育て次第に人民の生活を改善していくとい�



一36一

岸本文男

うものである･その指導に当っては次の四つのこと

が要求される.すたわち一つには当面の経済効果

･収益を改善し“短期間･平易･迅速"という課題を

提起することである.一方では工夫を凝らしどの

ようにして投資を少なくし経済効果を早め仕事をし

易くし大衆による開発に適した対象を選びだすかとい

う問題に正確に答えそれをもって経済成長の出発点と

し当該地域の経済の改善をもたらしさらに一歩進め

て経済的創造の条件を発展させ資金を蓄積させたくて

はならたいしもう一方では地質調査事業そのものが

実際から出発し必要から出発Lて最少の投資最短

の時間でもって鉱床などを評価し出来る限り仕事を早

め利益が早く得られるようにする必要があるのであ

る.

二つには生産前生産申生産後での服務をそれぞ

れ十分に行うことである･総じて貧困地域の経済は未

発達であり生産技術と経営の水準が低くそのため或

る課題を押し進める過程での可採性の研究から開発の進

め方次の対象資源への転換にいたるまで最初から後

六までの援助と指導を続けそれによって経済効果を高

める事に注意しなけれぽたら肢い.

三つには小規模た内容の要請でもこれを支持する

ことである･貧困地域は資金が欠乏L比較的規模が

大きい地質調査課題は負担Lきれたいこともあるし条

件によっては地質隊の一部を計画に入れるだけで済まそ

うとする場合もあるから資金上からも支持を与えるこ

とにたる･各種の教育班によって技術を伝授し場合

によっては経験の深い技術者を派遣して技術顧間職を担

当させ時にはさまざまだ様式にしたがって資金技術

人材だとの配分を競うこともあろうがそれはよいこと

である･それは橋渡しを含めて貧困地域における資

金技術人材の確保に役立つものである.

四つには一歩一歩拡大L一歩一歩深めることであ

る.貧困地区を援助して徐々に工作を始め大衆にと

ってもっとも急いで解決すべき問題を解決してから逐次

発展させなくてはたらたい課題として二つのものがあ

る.その第一は鉱業をうまく組立てたのち商品経

済の発展の要求に照らして一歩一歩関連産業を配置して

いくこと第二はさらに一歩進めて貧困地域と地質

資源が結びついた各種の問題を解決し同地域の地下資

源の開発に深く関与しそれによってその地下資源の豊

かさを十分に活用することである･繰返して言うが

貧困救済のための地質事業は一歩一歩深めていかねば

次らたい.とくに鉱産物の利用の研究各種の情報の

提供加工による付加価値の向上それらによって経済

効果を高めることに注目しそれを強化したけれぱなら

ない.

(四)

貧困地域の人民が貧困から脱し豊かにたるために奉

仕することは経済上急がれているだけでたく重大た

政治的た意義も備えている.

中国は広大た広がりをもった一つの国家で地域問の

経済発展には非常に大きなアンバランスがあり東部の

諸地域は経済の発展テンポが早く富裕度が比較的高い

が中部と西部の諸地域はそのテンポが遅く富裕度が

東部よりもかなり低い.これはまぎれもたい事実で

ある･地域間の経済発展に差が生じることは今後も

免がれ難いことである.したがって中国の“第七次

5ケ年計画"およびその後10年の経済発展のための戦略

は東から西に一歩一歩推進するというものである.当

面の主として中部と西部の幾つかの地域に存在する貧

困状態これらの経済的措置および開発を待っている状

態は経済発展の全局に影響を与えずにはおかたい状況

にある･したがって貧困地域の貧困脱出･富裕化を

援助することは経済発展の客観的た要求でありただ

貧困地域の経済を急速に発展させるためだげでたく人

民の生活を改善させ貧困地域の人民が経済の発展過程

でその資質を高め生産技術と経営管理水準を向上させ

生産方式と生活方式を改め次第に商品経済の発展の需

要に適応し国家の経済発展戦略に役立つ幾つかの基礎

的た条件を作り出すことになり得るしまた国家の経済

の全面的た進行と経済社会の全体の水準の一歩向上を助

けることにもたるのである.

協力･共同による富裕化は中国共産党がひたすら堅

持してきた奮闘目標である.貧困地域のかたりの部分

は古い革命根拠地でそれらの地域の人民は革命戦争の

時代に巨大な犠牲を払った､我々は先輩烈士に恥だい

よう彼等の富裕化への道を援助する責任をもってい

る.共同の富裕化の目標に到達するにはただ分配サ…

着眼するだけでたくさらに重要なことは生産に着眼し

貧困地域の生産力の発展水準を高めるよう努力する必要

がある･中国の農民は多数を占め農村経済が全体の

奮闘目標の達成に決定的た働きをすることは言うまでも

たい.農民が豊かになれぱ全国の富を倍増させ国

力を良い水準に到達させることを保証することになる.

同時に団結の恒常的た発展という政治的局面にも深く

大きい影響を与えることにもたるのである･

貧困地域を助けてその様相を改めるにはまさに必

ず多数を擁する地質鉱産関係の幹部と専門家･職員が認

識を更に高め仕事への態度を変えなくてはたらたいの

である.貧困地域の変貌を助けることはただ地方の

地質ニュｰス402号�



貧困救済と鉱業振興

一37一

人民政府と民生部門が為すべきことだげでたく地質鉱

産部門に課せられた責務でもある.貧困地域を地質鉱

産部門が援助せずして真の援助とはたり得たい.そ

してもっとも重要なことは人民に奉仕するという確固

とした思想を打ち立て“譲利子民"(人々に利益を譲る)

の原則を堅持し進んで奉仕に徹することである.

人民に奉仕することは中国共産党の根本的た鉄則であ

りこの一点をどのようたことがあっても忘れてたらた

いことは言うまでもない｡我々は一方では逐次実行

の方針を堅持して部分的た地質上の成果をこの方向で

有償使用しもう一方では積極･主動的に貧困地域の

変貌を助けたくてはならない･この両面は決して矛盾

せず統一的なものである.両者の統一点と結合点は

何処かP円滑た経費支弁規則があればこそ我々は地

方と利益を争わず人民に利益を譲る原則を堅持するこ

とができそれぞれ異なる状況をきちんと識別Lて政策

を緩めさらに円滑た経費支弁方法を採用することがで

きるのである･提供された各種の服務への経費支払規

準は非貧困地域の場合よりも低くし場合によっては無

償であってよく一般的には当該地域が利益を得てから

その利益を分けあうかもしくは回収しであらためて

投入すべきである.当該地域の経済の発展にしたがっ

て逐次有償奉仕の範囲を拡大していけばよい.

貧困地域の変貌を援助するに当っては必ず真剣に作

風を変えたくてはたらたい･この数年地質鉱産部の

幾つかの局と隊が貧困地域で奉仕に携わった際に優れた

経験を生みだし優れた成果を収めたがその基本的た

経験の一つは優れた作風にあった.現在我々は初期の

どのようた単純分散個別的た仕事の進め方にもも

はや満足することができたいし部分的た試行錯誤の

やり方を再び継続することもできたい.あるいは計画

的にあるいは方針を立てて全面的積極･主動的た

進め方が必要であり広く貧困地域のために1`服務上

門"(訪ねてサｰビス)しなくてはたらたい.認識が島

1988年2月号

第4図個旧市を傍観する.この

市は雲南省の直轄市とたって

今は繁栄しているが39年前

までは小さな鉱山町にすぎな

かった.(“中国画報"1986.

��

まり作風が変わりさらに一つの積極的で実体に合っ

た計画と実施計画にふさわしい措置が構じられれば貧

困脱出のための事業は迅速に展開でき逐次深めること

が可能である.

貧困地域の変貌を真剣に援助することは一つの意義深

い重要な任務であり我真地質鉱産部門は実力を備え

た雄大た技術陣を有しているのであるから30数年の

地質事業で蓄積した大量の地質資料をうまく運用すれば

広い貧困地域の鉱物資源の豊かさをさらに増大させるこ

とにたるはずである｡我々と貧困地域の人民は一体と

たることが必要ただけで実際にがっちりと一件一件を

解決していけば貧困脱出を援助する事業は必ず成果を

見るであろう｣.

以上の主張の内容は率直ただげでたく幅広くそし

て具体的である｡そこから貧困地域の住民の救済と

富裕化に真面目に取り組もうとしている中国政府の態

度が十分に汲み取れるだろう･そして同時に地質学

と人問との係わり合い日本にも当てはまりそうだ地

質学の学徒の取り組むべき課題が示唆されているように

思う.

この主張がアピｰルされてすでに1年有半.言う､

はやすく行うは難い･中国での長い歴史の中で続い

てきた貧困地域のその富裕地域化はその後どう展開し

ていったであろうか?それを今から見てみよう.

地質鉱産部は語る

地質鉱山部の最初の中問総括とも言うべきまとめは

まず1987年1月12日付けのr中国地質報｣に曾錦華の署

名で掲載された.

このまとめによると中国地質鉱産部は速やかに貧困

地域の経済的様相を改めるという中央政府の決定を真剣

に受けとめて1986年の1年この方貧困地域のための�
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探鉱地下水探査土木調査環境改善事業人材育成

たどに取組んだ･そして統計はまだ不完全だが1986

年に地質鉱産部所管の諸機関が重点的に援助すべき貧困

県と定めた県は232県それらの地区に対して設定した

貧困救済課題は604項投入した資金は4,120万元同年

内に貧困地域での鉱業開発と建設計画などに提供した各

種地質報告は376編新たに開山した民間鉱山(非国営鉱

山)のうち技術指導した鉱山が412カ所そしてすで

に指導の効果が現れている鉱山が157カ所である.そ

して国(や地質隊)と県･村落だとの共同経営鉱山が

105カ所すでに効果顕著た鉱山が23カ所であり多くの

県や郷がすでに鉱業を地方経済のトップ産業にしている

とのことである･また地質鉱産部は貧困地域の主な

水欠乏区風土病多発区のために地下水の探査と飲料水

･生活用水の改良に努力して新たに1,363弁の井戸を完

成しこれらの地域の8,OOO万人に近い人々の生活用水

と生産用水の問題を一応解決した.さらにさまざま

な形で地方大衆のために地質相談や採鉱指導を行いさ

らに農民に貧困脱出･富裕化への道をつげるべく合計

1,000人近くの農民の参加を得て地質と採鉱技術の教育

･訓練学校を開き一応の成果を得たようである.

この間地質鉱産部は部が持っている能力の特徴を十

分に発揮すること貧困救済を重点とした地方への援助

の中で資源の豊かさを経済の豊かさに変えること早い

スピｰドで貧困地域が自ら経済的な発展を遂げられる能

力を備えることに意を注いだ｡貧困脱出を助ける事業

を為し遂げるため全国の各地質鉱産局はいずれも作業

班を組織し□日革命根拠地･少数民族･辺境･困窮｣

地域に入って調査･研究しその申でさらに重点地域を

選びマンツｰマンの指導を行い現在も行っている･

たとえほ江西省地質鉱産局は古い革命根現地である

会昌県を対面的(マゾッｰマソ的)支援県に選び調査研

究した結果を基礎に鉱業を興こしそれによって会昌県

の工業総生産高がやがて3,000万元に達するものと予想

できるようにたった･本誌の第395号のp.30に紹介し

であるように1985年にはこの県の一部の鉱山で酷い事

件があるにはあったがそれも収まって現在の会昌県

では三つの稀土類鉱山がすでに新規生産に入りこの3

山だけでも1986年の希土類酸化物の生産量は23t生産

高が80.5万元に達すると見積られている･

また河南省地質鉱産局第ヨ地質隊は信陽県に超大

型と評価済みのパｰライト鉱床を提供L現在信陽県

にはちょうど100カ所の採掘場100カ所の加工工場が有

り採掘量はすでに22万t累計生産高は1,128万元

利益は304万元に達している.同県の竜家村はそれま

で住居がすべて藁作り食糧の収穫は半年分がやっとで

あった･それが鉱業開発に参加Lてから家は斬新た

煉瓦作りに変わり一人当りの平均収入が100元足らず

から2,000余光に増えたのである･

さらに山東省地質鉱産局は臨沢地域の6県を重点

的に援助し同地域の水の欠乏という厳しい実状にもと

づいて昨年40余万元を投入して水理地質調査を展開し

水の欠乏に･苦しむ県郷村に水井戸を掘りそれによ

って人と家畜用の水問題を解決し水問題を重点とした

貧困救済事業を為し遂げた･彼等は前後して同地域

の6県9郷11村において14の井戸を掘りうち12の井戸

から良質の水が得られてその11村の人畜の飲料水の問

題を解決したと同時に14,000ムｰ(約280町歩)の水田

への灌混用水も確保したのである.

地質鉱産部はさまざまな方法を取り次がら持てる技

術と知恵を発揮し技術指導を行い人材を養成した.

たとえば陳西省地質鉱産局は相前後して32名の技術考

を派遣し彼等を地方人民政府の技術顧間に任命しま

た河南省地質鉱産局は河南省の20の貧困県にそれぞれの

県の地質と鉱物資源を熟知した幹部技術者を派遣し彼

等を長期にわたって地方での技術指導に従事させてい

る.さらに多くの省の地質鉱産局はマンツｰマンの

支援を必要とする県におおむね数年間貧困救済の見

遼寧省本渓鋼鉄公司では大明山にオｰトメ化Lた

石灰石採掘場を建設し稼行中である.(“中国画報"

����
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通しが立たたけれぽ帰らない決意の貧困救済班を派遣し

ている.

以上の紹介から当初に述べた中国地質鉱産部の貧困

救済･富裕化に関する主張(アピｰル)の実行状況が大

雑把には説明できるだろう.陳西省や河南省などでの

鉱山開発･環境地質改善たどによる貧困救済事業の一端

も触れられている･これをさらに具体的た事例によ

って深め実態を鮮卿こしたいと想う.

地質隊来りてカワ族富む

雲南省西盟カワ族(ヵ一フｰ族)自治県は中国とビルマ

との国境に接する辺境の小県で1980年以前には県全体

の人口が57,000人国からの借用米が最高400万斤/年

(約2,300t/年)に達するという貧乏県であった.とこ

ろが1981年に雲南省第5地質隊が西盟に入り呵莫鉱区

で中規模の錫鉱床を発見した.同地質隊の発議によっ

て1982年西盟県は50t/d処理の錫鉱選鉱所を建設し

カワ族の手で1982年から1984年末までの問に166.4tの

錫精鉱を生産し297万元の収入を得たのである.

同県の阿莫郷の阿莫村はそれまで貧しいことで鳴り響

いたところであり一人当り平均年収が60元に過ぎず

少たいことでは県下第一であった.この村と地質隊の

一つの分隊(地質大隊を構成する最小単位)が手をたづさえ

地質労働者が絶えず村を助けることによって富裕化への

道を探り現在では全村120戸がすべて千元戸とたり

そのうち5-6戸は万元戸となりつつある.カワ人は豊

かにたり阿莫村の中国共産党党支部の書記陳岩見は

興奮気味に次のように言ったと1986年1月20目付けの

｢中国地質報｣は書いている.

r地質隊が来てくれてからわしらに金持ちにたる道

が開けた｣

現在カワ山地の青年の中には腕時計をしている者もい

るしテｰプレコｰダｰを持っている者もいるという.

この事例は先の主張に先立つこと5年の1981年に始

まる事柄である･前述の主張や後述のr決定につい

て｣が公表されるかたり以前から鉱業開発たどによる

貧困救済問題は中国国内で議論されある程度の方向づ

けや或いは地質隊の自発的建議は歓迎されていたのであ

ろう.

さらに紹介を続けよう.

河清村の人々

ところは長城の麓燕山の懐深い河北省承徳地区は経

済的た後進区であり交通も不便な山地である.この

地に常駐する河北省地質第4隊は多年にわたって同地

の人々と深い付き合いがあり多くの人々が探鉱に協力

し地質隊は同山地の人々を援助してきた.

陸化県伊遜郷の河清村でこの地質隊は一つの中型沸

石鉱床を探査し鉱量を把握した･同隊はこれを同山

地の住民が速やかに貧困から脱出し富裕化するために

役立てようと考え専門家を派遣して農民が合理的に採

掘し正しく鉱山を経営し有効に開発するよう指導し

ている.それによって1984年に挙げた収入は20万元

そして1985年にはそれが42万元に増えた.そのため

この貧しい村が一躍陸化県近在に名を馳せる富裕村に

変わり県第二のテレビ村にたった･村人は自費でテ

レビ塔を建て昨年トラックが1合トラクタｰが17台

大型大八車が10台増えたのである､

これは宋克林と苗丹青という人が中国地質報の1986

年1月20日付けに書いた記事から取上げたものであるが

テレビもトラックもまたトラクタｰも個人で所有す

第6図

貴州省盤県の炭鉱.小型の炭鉱であるが炭質は

灌青炭で結構経営は成り立っている.貴州省の炭

田の多くはこのような小型のものであるが数が多く

そのため貴州省の石炭壊蔵量は中国の3特別市22省

5自治区中の第3位を占めている.

(“中国画報"1983.11)

1988年2月号�
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ることが珍らしくたい昨今の日本から見ると何だと思

われるかもLれたい.しかし大八車でさえ増えたこ

とを隠さず喜んでいる人々の喜びぶりを想像して胸を

熱くする人問だってまだ日本にも生き残っているのであ

る.次は福建省での事例である.

福建省の1地質隊と貧困県

福建省地質鉱産局の福建東南地質大隊は貧困救済事

業を誠実に実施L昨年拓栄県扉南県寿寧県安

漢県福鼎県の5県のために5項の探鉱課題を引き受け

葉蟻石陶土稀土類珪石などの鉱床を探査試錐によ

って把握しそれぞれの地ですでに開発に入っている.

その経済収益は今のところ良好である･

昨年の初頭この地質大隊の総責任考と技師長は前後

して福建東部と南部の幾つかの貧困県を訪れ積極的に

働きかけて県との問で貧困救済のために共同するとい

う約束が交された｡そしてできるだけ少ない投資

短い期問で素早い効果を挙げることが可能な幾つかの

'探鉱課題を設定して地質大隊は20万元の資金を提供す

るとともに地質事業従事者を抽出Lて五つの探査班を

組織しそれがそれぞれの県に派遣されて鉱床探査を展

開した.

彼等は拓栄県城の郊外で鉱量70万t(同県の陶器工場

に70年間供給可能)の一つの陶土鉱床を把握しさらに屏

南県の双漢で二つの珪石鉱床を発見して同県にシリコン

鉄シリコン合金の原料を提供し安漢県で多くの稀土

類鉱床福鼎県で石綿鉱床をそれぞれ把握･確認して

各県それぞれにすでに開発に入っている.また一つの

地質分隊は寿寧県の平漢郷で一つの葉蟻石鉱床を探査･

発見し鉱量80万tと評価したがそのうち工芸彫刻用

の材料とたるものが18%を占めそのt当り販売価格は

156元から250元にたる良質のものであった.現在平

漢郷は杭州から石材彫刻の専門家を招賠し彫刻工芸工

場を開く準備を進めているとのことである(中国地質

報1987･1･26から)｡.

貧窮した農民を助ける上でとくに歓迎される鉱種は

もちろん｢金目｣にたるものである｡そういう意味で

は陶石よりも金(go1d)の方が効果的である｡その

ためであろうか山金や砂金の開発による貧困脱出の試

みはその例が非常に多い.ではここで幾つか金鉱

による貧窮農民の富裕化への事業例を紹介する.

河南省の楊案村で

中国地質報(1986.1.20)掲載の常治国の記事によると

山深い河南省霊宝県朱陽郷の楊案村ではとっくにつぶ

れかげていた農民採金業が地質員の技術指導と援助を受

けて見る見るうちに活気を取りもどし農民の採鉱勲

はますます高くたっている.

楊案村と国営秦嶺金鉱山はそれほど遠く離れてはいた

い.近年来農民たちが同鉱山周辺で金を採掘してい

るが採鉱知識に欠けているため198吐年には3万元を

損した.そこで1985年の4月楊案村の中国共産党支

部は小秦嶺鉱区で地質調査･鉱床探査を実施中の河南

省地質鉱産局地質調査第一隊第八分隊を訪れ同分隊の

専門家たちに地質相談と技術指導に応じてくれるよう

頼み込んだ･同分隊はすぐに3名の地質員を派遣し

採鉱を援助しそれによって農民は6カ所の可採鉱体を

採掘できるようにたった･さらに地質員たちは坑道

の位置の決定に細かた注意を払いそして熱心に採鉱技

術を伝授した.それによって農民の採掘坑道の掘進

速度が非常に早くたった.4ヵ月の努力を経て6本

の坑道全部でそれぞれ鉱体に逢着した.それ以降村全

体ですでに金鉱300tが採掘されそれを売却Lて得た

収入が80万元を越え今も増え続けている.そして今

では村の幹部や一般の村民は人に違うたびに地質隊の

働きや人柄のすばらしさを誇らかに語っているという･

両地質隊と藍田県の金鉱

陳西省地質鉱産部と西安市の指導部の根回しによって

最近陳西省地質鉱産局と西安市藍田県は一つの合意に達

し藍田県で調査中の同局第6地質隊同第7地質隊と

同県が共同探査して同県の金鉱を開発することを決定

したと1986年6月27日付けのr中国地質報｣が報じてい

る.同紙によるとこの決定後西安市の赫延政副市

長藍田県の劉日恒県長の一行は開発工事を実施する金

鉱区を視察し地質労働者を慰問している.

藍田県は西安市に属する5県のうちでもっとも貧し

い県である.昨年来院西省地質鉱産局の第6地質隊

は同県を優先的に調査して一つの大型石灰石鉱床の郵

量を算定･評価すると同時に湘子岱で有望た一つの変

質岩型金鉱床を発見した｡それを引き継いで同第7

地質隊が本年同地で砂金の探査を展開した･それか

らこの資源探査と開発のテンポを早め開発が遅れた

地域での新たな建設を支援するため陳西省地質鉱産局

の張徳新副局長が率先して西安市に赴き関係指導部に

状況を説明しさらに同市の関係事務部門と両地質隊の

責任者および西安市の赫延政副市長とともに藍田県に赴

いて協議し共同の意向を取りまとめ陳西省地質鉱産

局と西安市藍田県が友好機関にたることを決定したと

いう経過をたどった.

同意書の主た内容はこうである･陳西省地質鉱産局

地質ニュｰス402号�
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1983年に青海省の海西

自治州牙沙固地区で産出

した重さ3,561グラム

の砂金･Au品位は85%･

(“中国画報"1986.3)

の両地質隊は当該金鉱探査のスピｰドを早め藍田県は

強力た協力と援助を行い便宜を供与し自発･互恵･

互利の原則の下で双方が一体どたり藍田県の金鉱資源

に対して探査から開発･採鉱そして鉱石処理を共同し

て実行すること地質隊は藍田県に数名の技術顧間を派

遣しさらに藍田県の要求にもとづいてその他の鉱物資

源も探査することとたっている.

漢水･揚子江流域の砂金

これは甘理明という人が中国地質報の1986年3月

3日号に書いた事例である･彼はまず冒頭でこう述

べている･｢漢水一揚子江流域から“金の卵"を抱え出

すことは出来るのか出来ないのか?｣と･彼が詰問

調で書き出しているのには理由がある･それは湖北

省地質鉱産局の砂金開発への取り組みのスピｰドアップ

を迫っているのである.

湖北省地質鉱産局が漢水･揚子江流域で全面的に砂金

の調査を展開すると宣言したのは1986年2月2日閉会

の湖北省鉱産資源探査会議の席上である.これが第一

遅いというわげであろう･周知のように砂金は金の

重要た供給源であり湖北省の金採掘の歴史は非常に長

く鉱床は各地に広がっているのに現在までのところ

湖北省地質鉱産局は大型･中型の金鉱床と大型の銀一金

鉱床だとの初生鉱床を探査しただけで漢水･揚子江流

域の砂金については若干の地質調査によってある程度

の鉱量を把握したに留まっていることも甘理明には我

慢できたいことのようである.しかもその地質調査

1988年2月号

･鉱床探査に従事した人々が鉱床生成条件の分析の中

から漢水･揚子江流域の河川湾曲部砂洲河岸段丘が

砂金採掘のよい対象になると早くから主張していたの

にというわけである.

しかし湖北省地質鉱産局は彼が言うほど手をこまね

いていたわげではたい.同局はすでに1985年の5月

から土木技術者を組織して資料の収集を始め漂砂鉱床

専用の設備としてサ1■ドドリルの製造を開始LていたL

2年をかけて広範囲の探査に入り漢水･揚子江流域の

湖北省領内部分でその本流と支流を踏査し“第七次5

か年計画"の期間に砂金鉱床の探査･採掘の分野での新

たた局面を開きそのことによって湖北省の四つの近代

化の建設と□日革命根拠地･少数民族･辺境･困窮｣地

域の人六の貧困脱出･富裕化に貢献しようとしていたの

である.甘理明の詰問的な論調は中国の鉱山開発に

よる貧困救済への熱意を代弁しているものと受けとめ

たい.

山東省河西金鉱年間産金量2万両突破

｢山東省の招遠県蚕庄鎮の河西金鉱山は1986年に

20,086両(1両≒37.3グラム)の金を産出L前年よりも

5,O01両名く全国の村落経営鉱山の年間産金量として

は断然ドッブの座に着いた.この鉱山は792人が働く

一つの村営企業で1985年には15,086両の金を産出して

人々を大いに喜ほせ全国第一級として冶金部から黄金

生産先進鉱山に与えられる金杯賞を受けた鉱山である.

1986年この鉱山は懸命た努力をして金の開発速度を早

め18人からなる探査隊を組織しまず品位79/t合

金量合計2tの2鉱体を探査･発見した.同時に国

第8図陳西省撞関県で採掘された砂金.農民が個人採鉱者と

して河床の漂砂を碗掛けして集めたもの.撞関県で争い

が起きたというニュｰスはないが中国全体では騒動の対

象の多くが金鉱であった.(“中国画報"1986.3)�
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産の一級の生産設備を導入して科学的な選鉱を重視し

工程を改善して選鉱能力を増やし全採掘鉱石を機械選

鉱に掛けその処理量を1目100tに上げ選鉱実収率

をそれまでの94.9房から現在の98.8房まで高めた.そ

のほか彼等は生産管理を強化し責任分担を明確にし

て経済責任制を実行しそのことによって労働者の積極

性を引き出L産金量の安定と生産の健全た発展を促し

た｣.超東洋(中国地質報1987.1.5)

第9図

河南省秦嶺金山の砂金から精錬された金のナゲット.

1個が5kg.中国の金保有量は南アフリカ共和国ソ

連アメリカに次く世界第4位とのことである.

(“中国画報"1986･3)

は貧困地域の貧困脱出･富裕化を助け同地の人民政府

と住民の心からの称賛を受けている｣･

王家華(中国地質報1987･1･2)

砂金の事例はこれくらいにして錫の開発による貧困

救済の事例を一つ紹介しておきたい.この事例は

1986年1月6日付けのr中国地質報｣で報告されたもの

である.

黒竜江第二地質調査所3金鉱床の評価を完了

｢黒竜江省の第二地質調査所は昨年来所外に対する

事業の重点を貧困た山地地域と辺境地域に置き貧困救

済のため12の調査項目を設定し現在すでに効果の早い

収益の良い四つの小鉱床の評価作業を終了した.

同所はマンツｰマンの援助方法を採用し積極的た

探鉱およびr高品位･近距離･浅都賦存･採掘容易｣た

鉱床の評価研究を行いその中で昨年に探査しかつ評

価を終えた砂金鉱床が3鉱床その合金量は合わせて

1.5tであった･なお同時に一珪藻土鉱床の探査を

終了し大理石の調査を進め後者の地質鉱量を1,300

万tと見積った.

同所は貧困地域の経済建設の重要な政策決定に当っ

ての科学技術的な説明や論議およびその地下資源の開発

･利用観準の制定にも積極的に参加し竜江県など3県

の近い将来における鉱産資源の開発･利用についての協

議にも参画した.

その鉱産資源の実態を基礎に同所は貧困地域の住民

が鉱山開発に乗りだすことを進んで援助したとえぽ

甘南県宝山郷のパｰライト鉱山の経営を援助して1986年

の同鉱山の利潤が25万元に達するのに貢献した｡同所

の技術指導･相談センタｰは同地の鉱物資源を利用して

クレンザｰを生産するに当りその配合と採掘の方法を

黒河市村落企業局に伝授し現在までに1,000tが生産

されて純益3万元を挙げている.この第二地質調査所

雲南省来利山に錫鉱山

r昨年11月29日までに雲南省梁河県来利山の大型錫

鉱区の3地区ですでに14の小型錫選鉱場が作られ稼

働している｡

これらの小型錫選鉱場は梁河･騰沖両県の三つの郷

の農民組合が建設Lたものである､彼等は10戸21戸

37戸がそれぞれ1グルｰプを結成しまず各県の鉱産管

理委員会に申し出て合法的た手続きを取り採鉱許可証

の公布を受け各戸がそれぞれに250元300元500元

といった金額を出資し一組の小型機械設備を購入し

地質相談･技術指導を願い出て広西錫鉱山の2名の技

術者が自分達のグルｰプに入ることを強く要請し指定

された鉱区内の担当分区の採鉱を始めた｡これらq農

民は毎日一戸一人の労働力を投入したとえぱそれぞ

れの採鉱場付近に20㎡ほどの簡易機械室を建て1台の

12馬カデイｰゼルエンジンと1台の小型クラッシャｰを

置き粉砕鉱の貯鉱槽竹で編んだ飾淘汰盤による選

鉱方式を採用して毎日40ないし50㎏の砂錫を生産し

通常1か月に5,000余光の資本回収に成功している.

この地区の農民が資本を集中して鉱山を経営するうま味

を会得Lたように中華人民共和国鉱産資源法(本誌第

395号参照)という全50条の法律に沿った採鉱を開始す

ることは理想的た貧困脱出の新しい遣である｣

次は安徽省霧山県における一地質隊の成果を歌った

地質ニュｰス402号�
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記事を紹介する.一つの鉱種に担われず可能だかぎ

り多種にわたって有用鉱物資源を探査し地域住民の開

発に託した一例である.

窪山県での三一三地質隊

｢安徽省地質鉱産局所属の三一三地質隊はこの数年

古くからの革命根拠地であり窮乏している雪山県の地

質調査を行い同県に可採鉱量250数万tもの鉱産資源

を提供Lた.その各鉱床の生産可能た鉱産資源総量は

政府買上価格にして875万元に達するものと見積られて

いる.

雪山県は大別山脈の北麓にありかつて革命に積極的

に貢献した地区であるが人々の収入が非常に少ない地

区でもある･同県の経済の発展を助け人々が速やか

に貧困から抜け出られるよう援助するため三一三地質

隊は金クロム砂鉄だと13種の鉱種の合せて20を越

える鉱床を探査･発見し現在すでに採掘されている鉱

床がそのうちの金鉱砂鉄だと9鉱床で可採鉱産物の

総価格は423万元に達するとされている.

砂鉄鉱床は同県内に広く分布し選鉱しやすく人々

の作業も容易であり貧困脱出の重要た道となりつつあ'

る.現在全県が砂鉄の採掘と選鉱のブｰムを呼んで

おり多くの農家が農閑期だけでたく農繁期でも時間

を作っては選鉱をやっている.仏子嶺の永康橋村では

砂鉄鉱山の経営を始めてから一戸当たり平均800元の増

収どたり農業を営む播声敬一家5人では2人が採鉱･

選鉱に従事しそれまで壊れかけた三問の家に住み次

第10図チベットも次第に近代化されていく.そのテンポは

決して早くはないカミそれでもチベットにとっては一

大変革と言えるだろう.写真は1965年ころのラサのセ

メソト工場.(“中国画報"1965.11)

1988年2月号

食にも困っていたのが砂鉄の採掘･選鉱を始めて問も

無く四問の煉瓦作りの家を建て自転車やミツソたど

を買い入れ今では1,000元を越える貯金がある｣.

中国地質報(1986.5.9)

この記事によると現在三一三地質隊は農山県のす

でに建設を終えた鉱山に対して技術指導を行い地質相

談に応じ新たに幾つかの小型鉱山建設の援助および金

鉱探査の成果である2箇所の鉱床の委譲を決定したと

のことである.

中国でもとくに有名た鉱山地域ではこの種の事業が

どのように展開しているかこのことも知識としては必

要かと思う.そのようた地域の一つとして江西省の穣

南地方を選び情報を｢中国地質報｣紙に求めてみた.

以下が1986年5月9目付けの同紙から得たニュｰスであ

る.

r江西省轄南地方では江西省の地質鉱産管理部門の

指導のもとr小鉱山開放｣後の各管理業務が積極的に

進められ地方全体の鉱業が急速に発展している.

本地方は中国の第二次国内革命戦争時代の中央ソビ

エト区(中央解放区の意味)である.昨年の初め中国

共産党江西省委員会の指導の下に本地方でも現地の鉱

産資源を活用して貧困から脱出しようと大衆的た採鉱

熱がまき起った･しかし当初は管理事業が行われず

時間にも限りがあったためかたりの県で鉱床の奪い合

い乱掘鉱産物流通の混乱と言う現象が生まれた.

そこで住民の採鉱に対する指導を強化するため江西

省の地質鉱産管理部門の援助と督促の下で中国共産党

第11図横断山脈の最高峰ゴソガ山の山麓にある巨大た湯の華

の塔.地熱の活動がうかカミい知れる.

(“中国画報"1985.2)�
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鞍南地方局は措置を講じ積極的た支持合理的た企画

正確た指導を合言葉にr小鉱山開放｣後の各種管理業

務の実施に尽力した.会昌県(前述p.3)の人民政府

は専門条例を制定し鉱区認可制と統一買鉱を実行し

採鉱権を有する者はすべて国家に必ず納税し水･土の

流失を弁償し環境保護の費用を負担することを義務づ

けた.県の鉱山管理事務所は村落･集団･個人が経営

する鉱山のために発破係通風技術係電気技術係を

統一して養成L電線と水道管を統一して架設L鉱山

に電気を送り水を引いた.

昨年下半期以降この地方の全区18県･市で国営集

団個人経営のタングステン稀土類砂金石炭砂

錫だとの鉱山採鉱場炭坑がキラ星のように並んでき

た.貧しい地方は面目を一新し欠きた変化を生んで

いる.たとえば竜南県は昨年の工業総生産額の45%

が鉱産所得であり県全体の農民世帯の一人当たり年収

は平均して100数元から308元に増大した､また尋郡

県は自ら軽稀土類鉱山を経営し357万元の税金を収め

237万元の交付金を得国家に280万ドルの利益をもたら

した.稀土類の鉱産が発展するにしたがってこれら

の県は県民の生活が改善されただげでたくそのほかの関

連工業と関連経済も発展しつつある｣.

この記事は小鉱山の開発で生じた混乱についても隠し

ていたい･小鉱山が噴き上がるように興こる様と避け

て通れたい私的欲望との葛藤これに今後どのように対

処されていくのか間違いたく1986年10月ユ日施行の鉱

産資源法で処理されるであろうがそれにLても貧困救

済と富裕化への道の険Lさを垣間見る思いである.

第12図アルグン川河岸.西口子部落近くに残る砂金掘りの住

居跡.丸木小屋に夢がふくらんでいたのである.

(“中国画報"1987･7)

多彩な動向

中国全体で13万を越え15万にも達しようという勢い

の非国営鉱山である.その中の貧困救済を主眼とした

鉱山の全貌を知ることは容易なことではたい･中国

中央政府自体が把握しきれているかさえ疑わしいくら

いである･Lかし筆者の悪あがきであろうともその

鉱山についての認識を補足する意味でいくつかの省が

関連する事業方針として打ち出し決定している事項の

簡単たまとめを紹介しておきたい.

雲南省:雲南省地質鉱産局は辺境の少数民族地域で

の地質事業を強め32の県に優先的に仕事を提供し各

民族の人六が喜んで鉱山の開発に務め生活が豊かにた

るよう援助Lている.雲南省の少数民族が集中してい

る貧困た県は主として西部西北部北部東北東

南部に分布しており･これらの地域は豊かた錫タ1/

グステソ金銀銅鉛一亜鉛などの鉱産資源を大量

に埋蔵している所である.これらの地域の姿を一新す

るため雲南省地質鉱産局は近く次のよう事業を重点

的に実施することを決定した.

すなわち貧困県が存在する怒江峡谷の怒江錫鉱帯の

有望性の調査と高黎貢山脈の宝石の探査同じく貧困県

が存在する雲南省東南部紅河流域の哀牢山脈北部山地の

金鉱と南部の宝石･含銀参金属鉱床の総合調査同じく

東北部の烏蒙山地すたわち四川･雲南･貴州省境地域

の石炭と硫黄の総合的な有望性の調査と北部の四川･雲

南銅一鉄鉱床帯の総合調査および中部の岩塩鉱床とその

カリ含有条件の調査たどである.

最終計画によると適時に開発･採掘にふさわしい露

頭もしくは鉱体を提供しそれぞれの住民の開発･採掘

･利用を指導することにたっている･そのため雲南省

地質鉱産局は毎年同省に対する国家投資予算の15省を

支出L指導性を発揮して計画を衆知徹底し貧困県の

救済に役立つ可採鉱産資源の提供にその予算を使用し､

それぞれの地域が提起することを優先的に配慮し経済

地質的に優れていると説明できる鉱産資源を探査項目と

し各地域に適した開発計画と管理を主動的に援助す

る･そしてそれぞれの該当地域のr貧困救済｣に関

連Lて近六に求められるはずの資料と各地の探査結果は

安価もしくは無償で提供され人々に利を譲ることにた

っている｣.(中国地質報1986.3.31から)

山西省:｢山西省地質鉱産局の二一二地質隊は山西省

東南地区6県の貧困た山地で鉱業の開発を助け治水を

援助している.

1984年この二一二地質隊は平順壷関武郷沁水

地質ニュｰス402号�
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など六つの貧困県に多くの地質技術と作業工程のノウハ

ウを無償で提供し村落企業の経営を援助し2年で10

項の指導･相談項目と地質調査工程の作業課題への取組

みを完了した.平順県に竜錬鉄鉱の調査･探査報告を

譲渡しあるいは虚関県の城関と武郷県の石壁の住民と

家畜が長期にわたって水の欠乏に苦しんでいた問題を解

決した.この地質隊にコンサルタ:■ト公社が設立され

てから後はその公社を窓口にして急を要する地方に

駆けつけては地質上の問題に取組み平順沁水などの

県で大理石珪石石灰石だとの鉱床を調査L山地の

鉱産物の開発を支援するために大量の地質･鉱床資料を

提供し村落･個人だとの共同経営鉱山の開山に際して

はそれに対する具体的た指導を行った.1985年に二一

二地質隊は“山西省東南地域国土整備規定"と“山西省

東南地域水資源評価集"の作製に参加し“長治市鉱産

資源概況"“沁本県鉱産資源開発状況の分析と提案"

だとの報告を提出した.彼等は日頃から鉱産資源の開

発と利用の情報を提供して地方人民政府の政策の決定

と経済計画の決定への優れた参謀の役を果している｣.

(中国地質報1986･3.31から)

青海省:r青海省地質鉱産局は貧困地域の富裕化を

助けるため該当する地域での鉱山開発政策を緩和ある

いは開放し貧困地域が必要とする地質分野の成果およ

第13図新彊ウィｰクノレ自治区のトルファン地方は四季

を通じて風が強い乾燥気候の土地である.そ

して風は自然の芸術家.この風食砂丘に思い浮

ぶものは､(“中国画報"1983.5)

1988年2月号

び技術捨導･相談業務を無償たいL小額で提供･実施し

同地域の村落集合体と個人の鉱山開発の審査･認可条件

を緩め鉱山開発の手続きの費用と資源管理費の免除た

いし減額を行っている.全国的た視野による配慮が必

要なことと全国的た基本建設投資が多額にのぼるという

状況の下では貧困地域で経営が許されるのは小型鉱山

である､

これらの地区の鉱山開発が必要な技術を備えていたい

という問題を解決するため青海省地質鉱産局は関係地

質隊に地方を援助し砂金の採掘とパソニソグ山金の

採掘と回収小型鉱山の坑道堀進技術などの短期教育訓

練班や現場観察･教育班の派遣を呼びかけている｣･

(中国地質報1986･3･31)

安徽省:r安徽省地質鉱産局は1986年に貧困地域に

配置する地質事業を28項目投入するボｰリング作業量

を8,700m坑道探鉱量を210m総投資額を450万元と

決定した.

そして同局は幾つかの地域が急いで求めているr短

期･平易･快速｣で処理できる地質分野の課題に重点的

･優先的に取組み貧困地域の水理地質土木地質環

境保護地質観光地質資源の調査を強化しこの2･3

年内に鉱床の生成ポテンシャルが高い貧困県で幾つか

の地方的た開発･採鉱に適した経済価値の高い収益

の大きい賦存場所が浅い品位が高い採掘し易い小

型鉱床を発見しさらに風土病流行地区の地層･岩種

その地貌と環境の水理地質条件病原とたっている元素

の含有率と病状の関係を積極的に明らかにするために奮

闘することを確認した.｣(中国地質報1986,421)

以上のように中国では貧困救済を重要た柱の一つに

して地質事業を推進している.この一文の本論の最

初に地質鉱産部の主張r貧困地域の様相を変えるために

多くの仕事をしよう｣を掲げたが中国ではどのよう

た政策も国全体に係わるものであろうと一つの県

一つの村だけの場合でもそれぞれの行政単位に対応す

る共産党組織や行政機関が責任を持って基本的た政策を

提起し国民県民あるいは村民に宣伝しその討議や

理解を呼び掛けそLてそれぞれの機関がその宣伝討

議の中での反応や意見を考慮しだから討議を重ねて正

式た政策とか方針を出す習わしである･では地質鉱

産部の主張r貧困地域の様相を変えるために多くの仕事

をしよう｣が発表される前にそれに関連Lたどんた政

策が提起されたであろうか･それは本文の第1ぺ一

ジに1984年9月30目の中国共産党中央委員会と国務院の

通達および同年の中央委員会第一号文書としてその文書�
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岸本文男

の存在が明記してある･しかし中国共産党や行政機

関の組織内での提起内容は筆者にはわからたい.た

だ幸いにも宣伝･討議後の最終的た決定についてはす

でに触れたようにr貧困地域人民の貧困脱出･富裕化

に服務する決定について｣と題し地質鉱産部の名で

r中国地質報｣紙(1986.2.3)に掲載された･これは今

後の経過を予想する上では多くの実例を知る以上に重要

と思われるので以下にその全文を掲げる.

貧困地域人民の貧困脱出･富裕化に服務する決

定について

1986年1月27日中国地質鉱産部

1.中国共産党第11回大会第3回申央委員会総会以来全

国の農村の情勢はますます好くたっている･Lかし

農村経済には不均衡な発展の状態がまだ残っておりと

くに幾千万の人口を擁する地域がまだ貧困から脱出でき

ず大衆の衣食住の問題がまだ完全には解決されておら

ずその中の圧倒的大部分は山地であり或る場合は少

数民族の居住区や古い革命根拠地であり或る場合は辺

境地域である･これらの地域の人民の貧困からの脱出

富裕化を支持･援助することは重要た経済的意義と

政治的意義を持っている.

旧革命根拠地･少数民族･辺境･困窮地域とくに10

第14図中国地質鉱産都の1982年チベット地方塩湖調査

隊が調査の重点としたツァブイェル湖での浅掘り

試錐調査.(“中国画報"1983.5);

幾つかの貧困地域帯の多くの地域は鉱産資源が豊富に潜

在ししかも地質事業と鉱物資源開発の程度が非常に低

く一都の地域は山崩れ地ヒり土石流だとの地質災

害が頻発し地質に係わる風土病が蔓延し災割こ抵抗

する能力に乏しくそのほか少なからざる地域が水の欠

乏に苦しみしかも水を探すのも困難た状況にある･

したがって地質鉱産部は貧困地域の人民の貧困脱出･

當格化に服務するため多くの事業を行わねばたら恋

し･.

現在10幾つの貧困地域帯の多くではすでに1/

200,000の広域地質調査と水理地質調査が終了し少た

からざる地域で農業用水と牧畜用水の調査と探査が完了

し1,OOOをもって数える鉱床および住民･家畜の飲料水

の水源が探査･把握されさらに擾近は貧困地域のため

に鉱物資源水理土木環境地球物理探査地化学

探査化学分析測量探鉱さく井機械修理など多方

面にわたる地質相談と技術指導のサｰビスが行われてい

る.

陳西省山陽県四川省万源県湖北省竹漢県河南省

洛寧県湖南省大庫県甘粛省通潟県だと一群の貧困県

に駐在する地質隊がその地方の採鉱揚水鉱山経営

水質改良を支持･援助する典型的た事例もすでに現れ

現地の人民の貧困脱出･富裕化のために一定の貢献をし

つつある･しかし総体的た状況からすると貧困地

域の貧困脱出･富裕化を支持･援助し旧革命根拠地･

少数民族･辺境･困窮地域の経済の発展を促すためには

地質鉱産部門がさらに広範なそしてさらに効果的なサ

ｰビスを提供する必要がある.

2.地質鉱産部門全体のすべての専門家･職員すべて

の労働者は人民に服務する根本理念を堅く心に刻み

カを尽して中央人民政府の指示の精神を貫徹し旧革命

根拠地･少数民族･辺境･困窮地域の経済発展に服務し

地質事業の重要た業務が指導できる思想を確立Lなけれ

ぽたらたい.各地質鉱産局石油地質局および貧困地

域で作業する地質隊はこの項目を重要な課題として日

程に乗せ行動内容をしっかりとつかみ措置を構じ

努力して以下の4項の目標を実現する必要がある.

その一は2たいし3年以内に全国250の貧困県で

それぞれ少肢くとも一つの地方に適した採掘が可能た

経済価値の高い収益の良い小型鉱床の鉱山評価を行う

ことその二は“第7次5ケ年計画"の期間に70県ほ

どの生活用水欠乏県と10地方の風土病蔓延県のために水

源を探査し良質た水を提供することその三は1995

年までに旧革命根拠地･少数民族･辺境･貧窮地域の

1,OOOの県のためにそれぞれ少なくとも一つの可採小型

地質ニュｰス402号�
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鉱床の鉱山評価を行うことその四は各省の地質鉱産

局や石油地質局がrしっかりと手を結びそれぞれに合

った援助をする｣という方法を取り重点的に1･2の

貧困県の貧困脱出･富裕化のために地質相談･技術指

導のサｰビスをすることである.

以上の目標を実現するには次の1O項に従って上手に

服務する必要がある.

1)鉱物資源の基本的た清沢と基礎的た地質条件を

調査･解明し旧革命根拠地･少数民族･辺境･困窮地

域のために国土の整備と計画的た建設を進め地質資

料と鉱物資源を提供する.

2)地質と鉱物資源の面から主動的に当該地域の経

済建設の重大政策決定の技術的た分野に参画し質疑に

答え参謀の役割を果す.

3)積極的に鉱物資源の探査作業を配置する｡当

面は重点を今たお衣食住の問題が解決していたいもっ

とも厳しい貧困地域に置き鉱床生成の条件を備えた地

区を優先して調査と探鉱を配置する･

4)r高品位で場所が近く賦存位置が浅く掘

りやすい｣小型鉱床を探査し積極的に評価作業を行い

鉱種の点では地方の工業と農業の発展にとって急務にた

っているエネルギｰ源建築材料化学工業原料資源お

よび経済収益が高く輸送量が少なくて済む金･錫･宝

石だとの鉱産物の確保を優先し3年以内に各貧困県に

少たくとも一つの地方での採掘に適した効果が現れ

るのが早い収益の良い鉱物資源の開発を事業項目に入

れる.

5)生活用水の欠乏に苦しむ山地と水に原因する風

土病の蔓延地域のために地下水源を調査･観察し優先

順序を定めて水不足の厳しい貧困県の人･家畜用の水お

よび風土病頻発地域の貧困県の水の改良と風土病の予防

のために地質資料を提供し客観的条件が厳しい水不足

地域と風土病頻発の対策カミ離しい地域に対しては住民

の転地策を研究L提起する.

6)土木地質と環境地質の事業を展開する.その

重点を地方の小型水力発電所ダムの基盤と山岳地域の道

路建設の路盤の土木地質条件と岩石･土壌の土木工学上

の性状の調査研究に置きさらに環境地質調査を展開し

山崩れ地ヒり土石流土壌流失などの地質災害を調

査し予知する.

7)観光地質事業を展開する.カルスト地形や地

貌だとの国土の観光資源を調査し山岳地域の観光資源

を開発L温泉･鉱泉の調査の展開に留意しその開発

と利用を援助する､

8)貧困地域の人民の鉱山経営を積極的に支持･援

助する･当該地域の鉱物資源の特徴と市場の情況にも

1988年2月号

とづいてその地方の発展に役立つ採鉱企業の優先箇所

を選定するために情報を提供し計画立案に協力し

参謀の任に当る.探査評価開発人材養成などの

面の技術指導･地質相談に従い服務する.地質隊は

技術資料成果資本だとさまざまだ提供形式でもっ

て地方との共同鉱山経営を実施しそれによって速や

かた効果の発揮を期する.

9)現地人民政府と協力し鉱物資源の開発と管理

の仕事を援助する.経営管理の改善を援助し技術的

た問題を解決し管理方法を定め計画を正し採鉱許

可証の発行を審査･決裁し監督･検査に任じ鉱山紛

争を処理する.

1O)地質鉱産部門の人材技術資料の優越性を発

揮Lて旧革命根拠地･少数民族･辺境･困窮地域の人

民のために上記以外の分野のサｰビス技術指導･地質

相談人材養成に努力し同地の経済の自らの発展能力

を強めさ量る.

3.貧困地域人民の貧困脱出･富裕化に服務することは

地質鉱産部門が中国共産党中央委員会の指示を貫きそ

の精神を汲み取って実行すべき重要た政策である･L

たがって各級の機関は任務として重視したげれぱなら

たい.

貧困救済事業に対する指導を強化する.各地質鉱産

局は管下の省･地域の貧困救済事業の指導を十分に強

め一名の指導者を定めこの事業の責任の所在を明ら

かにし確実に責任を負わねほたらたい.地質鉱産部

および該当条件を備えた地質隊は｢Lっかりと手を結び

それぞれに合った援助をする｣方法をとり各自が支援

すべき貧困県を確定し作業を分担し事実をしっかり

把握して良い結果を得たげれほたらたい･

貧困救済の計画を立てる.各地質鉱産局と関係地質

隊はその持てる力を組織して旧革命根拠地･少数民族

･辺境･困窮地域に深く入りその経済建設と鉱物資源

の開発･利用状況を調査研究しそれぞれの地域の実際

と結び付け地質鉱産部門の有利さを十分に発揮し需

要と可能性を結合し地質事業による生きた貧困救済計

画を立て年を追い項目を追って実行Lていく･

貧困地域への資金の投入額を適宜増加させる･“第

7次5ケ年計画"の間に旧革命根拠地･少数民族･辺境

･困窮地域での地質調査･鉱床探査費を“第6次5ケ年

計画"での地質調査･鉱床探査費よりも増額する.旧

革命根拠地･少数民族･辺境･困窮地域で服務するため

の資金は国家予算と社会収入から支出される.貧困

地域での当面の主た資金は地質調査･鉱床探査費として

使用され貧困地域の貧困脱出･富裕化を支持･援助す�
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第ユ5図海抜4,300㎜におよぶチベットの手八井

地熱区で地熱が発電だけでなく鶏のふ

化そして最近は野菜の温室栽培に利用さ

れはじめた.写真は最新の地熱温室.

面積は1,000㎡.すでに同じような温室が

6ケ所稼働Lている｡(“中国画報"1982.9)

る一部の地質事業は予め計画に入れその資金は国家か

ら支出される.

緩和政策を堅持する.貧困地域での地質事業項目に

対する支出は一般地域の場合よりももっと打てば響くよ

うにL政策を一段と緩めたくてはたらたい.これら

の地域に提供する地質資料は地方の利益争いや民利の均

等の原則にこだわらず一般地域の場合よりも安くし

前納でたく当該地域で営利が成り立ってから受けとる

べきでありできることたら無償が望ましい.鉱山事

業を正式に共同経営にするのは一般に利益が上ってから

にし利益たいし資金の回収は分けあわねぱたらない.

そして当該地域の経済状態が改善され経済効果が向

上するにしたがって逐次有償の範囲を広げていくべき

第16図中国地質鉱産部1982年チベット地方塩湖調査隊に

よって調査されたツァブイェル湖.この塩湖こ浮

かぶ小島(左上)は石灰華が堆積してできたもの｡

その小島のまわりにはいまなお湧きでる石灰質堆

積物によって一種の土手ができつつある.

(“中国画報"1983･5)

である.

一部の地域の貧困状態の改善は長期にわたる苦難の

事業である･地質鉱産部門の各級機関は長期の服務と

いう考えを必ず確立L貧困地域人民に服務する地質事

業を計画的に時間が掛かることも覚悟の上で実行し成

果を手にしたけれぽたらない･実際から出発しその

土地にうまく適合させ長期戦を全面に短期戦を避け

有利さを発揮して現地鉱物資源を合理的に利用しさま

ざまた経営を展開し各方面の積極性を引き出し貧困

地域の自力更生による経済発展の持続能力を強化し貧

困地域の様相を速やかに改善するために貢献したけれぱ

ならない｣

この地質鉱産部の1986年1月27日の決定が地質事業に

よる貧困救済･富裕化政策の天下に号命された初めでは

ないかと考えられる.そしてもちろんそれに先立っ

て1984年9月30目に前述の通達と第一号文書が出され

て内部的に行動が起こされ試行錯誤の道が始まったも

のと思われる.

それにつけても地球上に貧困があってはならない

と誰もが思うだろう.部分的であれ貧困が無くたっ

ていくことは歓迎すべきことである.そういった意味

で自分のことを棚にあげ筆者は中国地質鉱産部のこの

決定に注目するわけである･さらに地下資源に乏し

い我が国とこの決定がもたらす結果との関係がどう展開

するかということも筆者は重視したいのである･そ

してその関係展開の基礎はバソドソ精神と呼ばれる五

つの原則すたわち主権尊重平和共存平等互恵

内政不干渉相互不可侵の原則にあると筆者は確信す

るものである.

上記の地質鉱産部の決定はかたり具体的で親切とも

言える･すでに触れたように試行錯誤の経験が決定

文の表現に反映しているのであろうが経営を成り立た

た昔るには中国の場合にはとくに苦労もあろうかと息

地質ニュｰス402号�
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われる･それは中国が資本主義を経ないで封建的

農業国から一足飛びに社会主義体制を目指してきた過程

での大幅た生産手段個人所有制の導入だからである･

そのことの是非は専門家に任せ貧困救済･富裕化への

苦労を知る上での適当た記事として次の一文を紹介し

てこの稿を終わりたい.

村落･集団の小規模鉱区いかにして経営を

よくするか

祝融(中国地質報1986･11･3)

r中国での“鉱産資源法"の実施の目に中国地質学

会鉱山地質専門委員会と断江省地質学会鉱山地質専門委

員会は全国100余名の小規模鉱山の鉱床地質･採鉱

･管理に従事している科学技術老を集め小規模鉱山を

主題とした経験の交流そして小規模鉱山の今後の発展

に対する多くの重要た提案を受けた.

現在中国には村落集団個人の小規模鉱山は13万

を数えその生産物価格は全国の鉱業生産物の総価格の

1/5を占めている･それらは地方経済の発展農村

産業構造の調整“旧革命根拠地･少数民族･辺境･困

窮"地域の人民の貧困脱出･富裕化の援助の面でまさ

に重要な働きをするものである.どのようにすれば小

規模鉱山がうまく経営でき小規模鉱山に健全た発展の

道を迫らせることが出来るか?科学技術担当者たちは

次のように認識している.すたわち｢その地の事情

に合わせ地質を先行し探査･採鉱と結合する｣こと

第17図山東省で発見されr営林ダイヤモンド｣と命名された158.79

カラットのダイヤモンド.現在遼東半島山東半島大行

山脈南部東麓などではダイヤモンド鉱床が発見され既に採掘

されているものもある.(“中国画報"1983.7)

1988年2月号

が小規模鉱山の持続的発展の主要た条件であると･

現在のところ少なからざる小規模鉱山は地質と鉱物資

源の産状が明らかでたく完全な地形･地質の資料を欠

き乱掘の状態にある･漸江省江山県の某村経営の蛍

石鉱山は深部の地質調査をやっていたい状況の下で急

ぎ採掘立坑を建設しその結果投資した13.6万元の回

収が困難た状況を生み出した.]方漸江省武漢地区

の東風蛍石鉱業公司は“地質を先行L探査･採掘と

結合する"の原則を堅持し鉱山の地質調査陣を整え

鉱山の生産に供し得る鉱量を新たに200万tも増やした

のである.

科学技術担当者たちはさらに“総合利用の研究を展

開し横の経済提携を活発にし絶えず企業の経済効果

･利益を高める"ことが小鉱山の強固た発展にとって不

可欠た条件と認識している.湖南省の一雄黄鉱山は

雄黄を利用して副産物の白土顔料流産バリウムセ

メントを生産し年間利潤が100万元以上に達している.

断江省臨安県の膨潤土鉱山は鉱山の資源分類と総合利

用の研究を強化してもともと生産していたt当り55元

の一種類の生産品のほかにt当り270元の活性白土

同じく1,200元の小波璃潰散剤だとの生産にまで企業を

発展させ鉱山の経済効果･利益を高めているのであ

る｣.

おわりに

中国では村落･集団･個人がそれぞれ経営する小型

の鉱山が1986年6月末にはすでに13万に達した(中国地

質報1986.7.4).1987年末にはそれが15万に近づく

ものと思われる.それらの小競模鉱山カミ生産している

鉱物資源はすでに中国での鉱物資源の全生産量の中で

大きな比重を占めるようにたり少し古い統計であるが

1984年の統計によれば本誌の第395号で少し詳しく説

明したように全国の村落･集団･個人の鉱山が採鉱し

ている鉱種は50種を越え全国の主た鉱産物の総生産量

の中でこの種の鉱山が生産した石炭は全国の石炭総生

産量の1/4金たと8種の有色金属は同じく1/5強硫化

鉄鉱は1/2マソガソは2/3建材は4/5前後を占めてい

る(中国地質報1986.7.4).まさに塵も積れば出とたる

L中国流に言えば｢愚公山を移す｣である.

我が国にこのようた鉱山開発の進めかたを当てはめる

ことはできまい.中国ならではの感が深い.筆者

は今後もこの種の貧困救済策の行方をさらに見守るつ

もりでいる.

おわり�


